
平成 28 年度山口県産業技術センター 

研究開発・技術支援成果 
平成28年 4月１日～平成 29年 3月 31 日 

 
 
１）研究開発成果事例 
 
・３Ｄものづくり技術を活用した鋳造工程の効率化に関する検討 
 
・北海道産ツチクジラ油を利用した化粧石けんの商品化支援 

 
・DLC 膜製造装置の開発及び用途開発 

 
・食用鯨油およびドレッシングの商品化支援 

 
２）技術支援成果事例 
 
・世界初フルカラーUVトナーによる“スヌーズレン用品”の開発 
 
・作業難易度が高い環境を再現できる手術技能練習キットの開発 
 
・安全・確実な細径管吻合を実現する吻合補助器“インナーシュアエース”の開発 

～薬機認証番号 第 228AABZX00118000 号（単回使用縫合糸パサー）～ 

 
・患者の生命を守る医療用ミトンの開発 
 
・眼球運動検査装置用プログラム“yVOG（ワイボーグ）”の開発 

～医療機器認証番号 第 228AFBZX00141000 号～ 

 

・歩行器装着用点滴スタンド“てんてく棒”の開発 
～鬼に金棒、歩行器にてんてく棒。～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 











技術支援成果事例

■概 要

スヌーズレンとは、重度知的障がい者、認知症高齢者等を対象に、光、音、におい、振動、温
度、触覚の、あらゆる感覚を組み合わせたトータルリラグゼーションの空間を総称して言います。
高額な海外製のスヌーズレン用品に代わって、フルカラーUVトナーを活用することで、手軽にス
ヌーズレンが実践できる用品を開発しました。

■支援の項目

① フルカラーUVトナー開発における技術支援

② 製品企画・事業化支援

■支援の成果

UVトナーを活用することで、様々な製品への低額な予算で簡易にスヌーズレンが実践
できる製品を発売開始しました。

①市販のレーザープリンタが利用できるため手軽にオリジナル印刷ができる。

②様々な素材に添加する技術を確立することで、製品展開を広げることが出来た。

担当職員 企業支援部 材料技術グループ 前英雄
イノベーション推進センター医療関連推進チーム 松本佳昭

支援企業：三笠産業株式会社（山口市）

世界初フルカラーUVトナーによる“スヌーズレン用品”の開発

ブラックライトで発光する蛍光紙芝居

明所時 ブラックライト時

スヌーズレン・ルーム例
（ショールーム「きらめき三笠館」）
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